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令和７年度第４回教育研究評議会議事要旨 

 

日   時  令和７年７月 17日（木）15時 00分～16時 53分 

場   所  五福キャンパス 事務局大会議室 

出 席 者  齋藤、北島、酒井、鳥海、會澤、鈴木、髙木、水野、山本、関根、張、 

島添、松谷、松田、堀江、田端、黒澤、黒田、伊藤、片岡、森口、中川、 

小熊、沖、安永、東田、和田、宮、唐渡、井川、一條、久米、長柄、木村、 

彦坂、大森、高村 

オブザーバー 長津、宮林、豊岡、大路、中、次田、秋山、茂野、楊 

欠 席 者  林 

 

 

１ 議事要旨の確認 

学長から、令和７年度第３回教育研究評議会（６月 19日開催）の議事要旨の確認があ

り、承認した。 

 

 

２ 審議事項 

（１）学生の懲戒について 

学生の懲戒３件について、関係部局長から説明があり、学長から、以下のとおり処 

分することについて提案があり、審議の結果、承認した。 

① 学生を35日間の停学とする。（停学期間に謹慎期間を含める。） 

② 学生を無期停学とする。 

なお、当該学生には医療機関やカウンセリングを受けさせることとし、停学の解

除については、改めて教育研究評議会において審議することとした。 

③ 学生を退学とする。 

 

（２）アドミッション・ポリシーの一部改正について 

   鳥海理事から、令和８年度大学入学者選抜実施要項における前年度からの内容変更

及び本学における入学者選抜方法の変更に伴い、令和８年度以降の学部入学者に適用

されるアドミッション・ポリシーの一部を改正することについて提案があり、審議の

結果、承認した。 

 

（３）学環の英語表記の見直しについて 

   学長から、今後のグローバル化を見据えて、大学院の持続可能社会創成学環及び医

薬理工学環の英語表記を見直す提案があり、審議の結果、承認した。 

また、濵谷学務部長から、変更後の英語表記は令和９年度入学生からの適用となる 

こと、本学の英語版ホームページ等では変更が令和９年度から適用することを明記し 

たうえで、周知することは差し支えない旨の発言があった。 

 

３ 報告事項 

（１）令和６年度研究不正防止対応計画に係る実施状況報告及び令和７年度研究不正防止

対応計画について 

   北島理事から、令和６年度研究不正防止対応計画に係る実施状況及び令和７年度研
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究不正防止対応計画について報告があった。各部局に対して、研究費の使用状況のモ

ニタリングの実施や、出張等の手続きを迅速に行っていただきたい旨の発言があった。

また、学長から、直接経費で雇用する者については、特に適切に業務管理を行うよう

依頼があった。 

 

（２）企業等との組織的連携協力協定の締結について 

   酒井理事及び安永都市デザイン学部長から、組織的連携協定１件（都市デザイン学

部と西日本電信電話株式会社富山支店）の締結について報告があった。 

 

（３）令和７年度富山大学日本語能力試験受験料助成事業の実施について 

   張副学長から、令和７年度富山大学日本語能力試験受験料助成事業の実施について

報告があり、各部局に対して、本事業の周知依頼があった。 

 

（４）省エネルギーに向けた取組（省エネルギー緊急アクションプランの策定）について 

   鈴木理事から、省エネルギー指標の達成に向けた取り組みを強化するため、省エネ

ルギー緊急アクションプランの策定について報告があった。 

 

（５）富山大学統合２０周年記念式典等の実施について 

   會澤理事から、富山大学統合２０周年記念式典等の実施について報告があり、各部

局に対して、実施に伴う協力依頼があった。 

 

 

４ その他 

（１） 富山大学スタートアップ創出支援PJ-2025について  

酒井理事及び大森教育研究推進系評議員から、富山大学スタートアップ創出支援PJ-

2025について説明があり、各部局に対して周知依頼があった。 

 

（２）大学コンソーシアム富山について 

  ・會澤理事から、大学コンソーシアム富山について説明があり、各部局に対して、コ 

  ンソーシアムの事業への積極的な参加や駅前キャンパス等の施設の活用を促すよう、 

  周知依頼があった。 

 

（３）その他 

  ・学長から、若手教員の意見を大学運営に活かすための取組みとして、富山大学若手

研究者と学長との車座トークが開かれるため、若手教員には積極的に参加していただ

きたい旨の発言があった。 

 

 ・学長から、次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING事業）について、国におい

て外国人留学生への研究奨励費（生活費相当額）が支給されなくなる方向で検討が進

められていることを踏まえ、必要な支援金確保の方法を検討する旨の発言があった。 

 

以上 
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【配付資料】 

資料 １  アドミッション・ポリシーの一部改正について 

資料 ２  学環の英語表記の見直しについて 

資料 ３  令和６年度研究不正防止対応計画に係る実施状況報告及び令和７年度研究不 

正防止対応計画について 

資料 ４  企業等との組織的連携協力協定の締結について 

資料 ５  令和７年度富山大学日本語能力試験受験料助成事業の実施について 

資料 ６  省エネルギーに向けた取組（省エネルギー緊急アクションプランの策定）に 

ついて 

資料 ７  富山大学統合２０周年記念式典等の実施について 

資料 ８  富山大学スタートアップ創出支援 PJ-2025について  

 


